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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月5日(2017.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華炉で形成される炭化ケイ素ブールであって、少なくとも２つの炭素質のコーティン
グを含む平坦で実施的に円形の外側表面、平坦な外側表面と平行な方向に実質的に円形の
断面形状を有する中間部、及び平坦な外側表面と反対側に円錐形の外部表面を有する、炭
化ケイ素ブール。
【請求項２】
　炭素質のコーティングの少なくとも一つが硬化されている、請求項１に記載の炭化ケイ
素ブール。
【請求項３】
　炭化ケイ素ブールが、シード保護層を形成するために硬化された複合体の層を形成して
いる２～５のコーティングを平坦な上面の上に含む、請求項１に記載の炭化ケイ素ブール
。
【請求項４】
　炭化ケイ素ブールの最大直径が約７５ｍｍより大きい、請求項１に記載の炭化ケイ素ブ
ール。
【請求項５】
　炭化ケイ素ブールの最大直径が約１００ｍｍより大きい、請求項１に記載の炭化ケイ素
ブール。
【請求項６】
　炭化ケイ素ブールの最大直径が約１５０ｍｍより大きい、請求項１に記載の炭化ケイ素
ブール。
【請求項７】
　炭化ケイ素ブールの最大直径が約２００ｍｍより大きい、請求項１に記載の炭化ケイ素
ブール。
【請求項８】
　炭化ケイ素ブールの欠陥数の合計が約８０００／ｃｍ２より少ない、請求項１に記載の
炭化ケイ素ブール。
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【請求項９】
　炭化ケイ素ブールの貫通刃状転位（threading edge dislocation）の密度が約４０００
／ｃｍ２より少ない、請求項８に記載の炭化ケイ素ブール。
【請求項１０】
　炭化ケイ素ブールの基底面の欠陥の密度が約５００／ｃｍ２より少ない、請求項８に記
載の炭化ケイ素ブール。
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